
診療計画説明書
 

経過 入院日　～　手術前々日 手術前日 手術当日 術後1日目 2日目 3日目 4日目 5日目 6日目 7日目 8～10日目

月日 /　　　　　～　　　　/ / / /  / / / / / / / 　　～　　/

退院基準

達成目標

検査
・手術前日までに血液検査・レント
ゲン検査を行います

・医師の指示により血液検査・レント
ゲン検査があります

処置
・医師の指示によりガーゼ交換を行い
ます

薬剤
(内服・点滴)

・以前からの持病の薬がありました
ら見せてください(指示にて中止とな
ることがあります）

・手術前点滴を行います

・手術後も引き続き抗生剤などの点
滴を行います

必要に応じて痛み止めを使います

・以前から飲んでいた薬を順次再開し
ます

・抗血栓剤を開始することがあります

食事 ・常食です
・夕食は食べられます。医師の指示
にて絶食、飲水制限があります

・絶飲食です(指示にて術後に水、
お茶のみ可となることがあります）

・朝から食事開始です

安静度
・医師の指示にて看護師の介助に
て手術後ベッド30°挙上、横向きが
できます

・端座位になれます
・車椅子にも乗れます

リハビリ ・手術翌日からリハビリ開始になります

排泄

・車椅子の許可があればトイレへい
けます
・ベッド上なら尿器またはオムツに
て介助します　（必要時尿の管をい
れます）

・尿管がはいっていない場合は手
術室にて尿管を入れます

清潔
・シャワーには入れなければ体を拭
きます

・手術前に介助でシャワーに入りま
す(傷がないとき）

・看護師が体を拭きます

説明・指導

・入院について説明します
・血栓予防の足首の運動について
説明します
・腓骨神経麻痺の内容、術後のリス
クや予防方法について説明します
・ご不明な点は主治医、看護師にお
尋ねください

・医師から手術、麻酔の説明があり
ます
・回復期病院転院についての説明
があります
・看護師から手術の説明があります

・主治医から手術後に説明がありま
す
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・手術の必要性がわかる ・退院後の生活についてイメージできる

・フィルムを除去します

＊病名は現時点で考えられるものであり、今後検査を進めていくにしたがって変わり得ます。

・医師の指示があれば骨折した足の牽引をおこないます

・血栓予防に弾性ｽﾄｯｷﾝｸﾞまたは包帯を装着します
　（歩行できるようになるまで装着予定です）

・薬剤師による薬剤指導を行います

・栄養についてパンフレットに沿って説明します

・パンフレットに沿って転倒防止の指導を行います

・シャワー浴の指導をしていきます
・骨粗鬆症ハンドブックに沿って指導を行います
・退院（転院）後の日常生活動作の説明・指導を行
います

大腿骨転子部骨折　骨接合術

/　 　　　　～　　　　　/

11日目～退院予定日（14～21日目）

＊入院期間は治療内容や現時点で予測されるもので、症状により変わります。

・回復期病院への転院調整を行っていきます
・日常生活や動作（足首の運動など）について説明
します

・創部の出血がない　　　　　　　　　　　　・感染徴候がない

・感染の兆候がみられない

・フィルム貼付後、医師の許可が出れば、シャワーが可能となります

・手術まで出来る範囲でﾘﾊﾋﾞリをします

・ガーゼを除去しフィ
ルムを貼ります

・リハビリの状況に応じて歩行器、杖にて歩行練習します・医師の指示にてベット上安静または車椅子まで動けます

・尿管を抜いてトイレにいけます


